
日本語にこだわった補聴器の誕生

「私たちは日本で生まれた国産の補聴器メーカーです。」

これまで私たちはお客様の声をもとにリオネット補聴器の

研究・開発を行ってきました。

日本の騒音環境に適した雑音抑制システムや、補聴器の小型

化、高齢化社会に備えた使いやすさを向上させるユニバーサ

ルデザインなど、当社ならではの技術で様々なニーズを形に

してきました。

世界で初めて*デジタル補聴器を開発したのも難聴の方が様々

な環境に適応できるように取り組んできた成果です。

* 2015年7月当社調べ
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しかし、感音難聴でお悩みの方の聞こえには

解決しなければならない課題が未だ存在して

いるのも事実です。

言葉が歪み、「声は聞こえるけど何を言って

いるのか、わからない」その背景には感音難

聴特有の周波数選択性の低下が確認されてい

ました。

私たちは2000年から周波数選択性の低下の

基礎研究を開始しました。その研究成果を

学会等で発表を行い、2009年に低下した周波

数選択性の能力に対応する補聴技術SSSを搭載

した補聴器を世に送り出すことに成功します。
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そして2015年、近年コンピューターの性能向上が

加速することで7年前には届かなかった夢に光が

差し込みます。

それは 日本語にこだわったSSS Speech+でした。

補聴器に入力される日本語をリアルタイムに解析し、

SSSに日本語独自のアルゴリズムを吹き込んだ

SSS speech+を完成させたのです。

SSS Speech+

私たちはこのSSS Speech+を新製品

リオネットプレシアⅡに搭載することで、また一歩、

新たな聞こえの世界へと踏み出しました。
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